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3 盛l族;関統についての'jI'f議 (以 i二32巻 3・4珍)
4 配偶者約続擦についての審議
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ば，両者に紛争が発生するであろう c このように考えていくと， BGBの立
場はそれほどおかしなものではないc つまり，一定の相続分という解決は，
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114) 第 2報告nr}S.l3i.なお， このような用益擦と先佼総統擦との比絞検誌は近u寺E!
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